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界面活性剤は衣の面だけでたく食及び住の面においても洗浄剤として近時急激に需要が培加しつ
つるり多数の商品が市販されている。被服の洗浄については歴史も古<. 数多くの研究が党にされて
優秀汝洗浄力をもった洗剤が市販されている。 ζれは布洗浄においては一応満足すべき洗浄カ試験
法が確立されり町それにより洗浄に最適の界面活性剤，配合剤の種類，量比たどの研究が容易におと
君主われるようにゑ守たからである。食器，野菜，家具，什務完にどの洗浄は平滑君主函上に付着し?と汚
含の除去を対象とし他方布洗浄が凹凸のある織物組織の上または中の汚れの除去を対象とするもの
で遣うる。
汚れが平滑た硬い菌に付着している場合と織物のようた柔軟た繊維組織に付着している場合の両
者に対する洗浄過程の相遣を考えてみる。第ーに除除去に働らく切線方向のカが前者では100%有
効に働らきまたその力の大きさをいかほどにでも大きくしうるのに対して後者の場合は加えられた
カのうち除去に働ら〈部分は僅かでありそのカの大きさも材質の損傷という筒から制限をうける。
第こには平滑面の洗浄では一且脱離した汚垢の再汚染はさして問題と君主ら君主いのに反して布の場合
は極めて重要でさらに綜組織への汚垢の機械的主r_r.Tっかかりや組織中への汚垢の移行君主どを考慮し
友ければたらない。第三には洗液の布組織内への浸透に相当する過程が平滑面の洗浄で除君主いとと
である。それ故洗浄の機構も両者必ずしも閉じとはいいがたい。
更に食品衛生的君主配慮も要するので台所用洗浄剤の性能の勝れたものをうるには衣料用洗剤とは
別個の性能試験法が望まれているが，まだ満足すべきものはゑいようである。
現在まで試みられている方法は人工的に汚し?と皿を一定休積の試験溶液中で洗浄しうる枚数で性
能を示すという様式が主として行君主われているり。
例えば牛乳で汚したコ ップを一定条件で乾燥し後ζのコ 7 プを一定量の際験理事液IC浸けコヲプ中の民歓液の
流入とすすぎだしを l分間!くりかえし透明になるべきコヲプIC乳曇りが残り始めるようになるまでの洗いえた
コップの数により洗浄力を比較する。 また向径の試験法によりメリケン粉.員自卵， サラタ油IC後光染斜を加え
/Jcと混和して汚染買ををつくり ζの液の一定量を血にとり一昼夜放置車E俊するc パヲトIC摂験波 31をいれスポ
ンジで皿を1分間ζすり後船主で洗い紫外線下で後光の有無を調べ盛光が皿上IC認められるまでに洗いえた皿
の枚数で洗浄力をあらわすという方法がある。
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- 56ー 被服皇学 ) ， 
とのよう君主試験法はすすぎ洗いをしたり， スポンジでとすったりする人為的た機械カを使用する
ので個人差が現われま?とパラツキが大きいととは明らかである。
との種の試験法でえられた洗浄力の評価は一定濃度， 一定容積の試験溶液が汚れをどの程度保持
しうるかといういわば洗浄の"容量因子"的た薗をとりあげたものである。間接的に洗剤の洗浄能
の容量因子的訟ものを求めようとしたもfl)，にWeeksφ行った試験がある"。場枠による賦験液の起
泡伎が試験液中に添加された汚垢量の糟加とともに減少していくととを利用し起泡性がるる限界値
に達するまでに加えた総汚垢量により洗浄力を評価するるのである。彼のとの試験法でえられた数
値は前記のよう松一定量の試験液聞について完全に洗いうる皿の撤去高度の相関関係がある*りと
とを示し?と"。あらゆる場合にとの両者の間に相関関係があるかどうかには問題があるが， ζの方
法を採用するととにより捜械カは人為的友ものから変動の少汝いモーターの携件、におさかえられ，
したがヲてパラyキが少くたりまた操作もはるかに簡単に怒る。
さて布洗浄においてはその洗浄力試験法は人工的に汚染した布を試験液中で一定時間， 一定の機
械カを与えて何%汚れが脱落したかを調べるもので， ζれによってえられた洗浄力の評価は洗剤の
働らさで布中の汚垢をどの程度脱離させうるかという能力をみるもので，いわば洗浄性の"強度因
子"的主主面についての評価である。台所用洗剤では汚れを完全に落すととが前提条件とされ，また布
とちがって平滑走主面に付着した汚れを対象としているので洗浄の強度因子的たものは一定の機械カ
により一定時聞に何%の汚れを落しうるかを求める糾よりは，むしろ一定の捜械カで汚れを寵とすの
に要する時間で評価する方法が適当でもありま?とより笑際的でもるる。
との種の試験法についても従来種A試みられているようであるが，洗浄のさいに与えるべき機械
カの点で問題があり再現性は極度に悪い。たとえば電気洗濯機中に一枚の人工汚染血を吊り下げて
操作しでも血の位置，向きのわずかた相遣により汚れは金〈落ち友くたり，あるいは別の方法とし
て平皿上の中心に油脂汚れを付し， とれに洗剤j溶液をとりマグネチヲク スーターラーで携枠するとい
う方法を行君主守ても携祥子と汚れの僅か主主相対的君主位置の差で脱落時聞は大き〈変動する。
著者の一人はかねて強力超音波照射による汚染布の洗絡を研究してきたが，超音波が布の洗浄~
対して比較的再現住のよい結果を与えるととを認めた九本来超音波は機械部品ゑどの洗浄に使用さ
れているものであり，平滑君主面の洗浄にさいして有力君主横被カを与えるものである。〈神戸市の莱小
学校においては学童の給食用の食器の最後の枕浄過程に超音波洗浄を使用しているそうである九)
そとで我kは現在市販されている台所用液体洗剤六種類を遺ぴ， とれらについて機械カとして超
音波照射をおと完泣い試験液中で汚れの脱落に要する.時間を求めるととにより洗浄力の強度因子的た
函からの比較を行君主い，他方 Weeksの方法に準じ?と汚垢添加による起泡性の消失試験から容量因
子的君主面の比較を試みたのである。
制}加藤氏らの最近の研究結果では必らずしも相関性はよくない'九
制)Harrisらはラジオアイソ ド←プを汚れの成分に含ませてガイガーカウンターにより洗浄率を求めるとい
う方法をつかって研究li9果をあげている刷4 。
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試 料
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.洗浄力試験に使用した洗剤の商品名は第1表に示す。使用濃度はいずれもメ ーカー指定の濃度に
おいておと君主い.稀釈用の7](は実際の使用状況
とあわせるため大阪市の水道水を使用した。第
1表の洗剤の配列順序とは無関係にAからFま
での符号をつけ以下にのべる結果に特定の商品
名を結びつけたいように留意した占
消費者の立場から特定の商品の優劣を論じる乙とが
本論文の目的ではなくまたとれだけの試験のみでは十
2肩T表 使用洗剤及び濃度
商品 名 メー カー指定濃度 ， 。? ???
』
， ， ???，? ??，
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??? ， ??
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???
??
?
??
、、 シヨ " 
ワン" フ JレI2.75cc" 
ア ル コI:2.5gを*11に加える
分でないと思われる。特iととの論文で行った試験は汚
れの種類と移洗浄体が後』とのべる如く特定の場合に限られているからである。またそのほか商品の優劣は洗浄性
能のほかに皮膚に与える刺激などの衛生面及び価格などの経済面からの考慮も必要であろう。更に乙れらの洗剤
は昭和35年7-9月頃IC市場で求められた商品でありメーカー 側の研究により商品の品質は現在では更に向上して
Weeksらの原報町によれば内径60mmのメスシリングーに 100ccの洗剤溶液をとり一定条件で
3000rpmの嫌枠を5分間行い30秒後の泡立ちをメスシりングー中の高さで測り次に 100mgずつ
の人工汚垢 (メリケン粉，ヤシ治， オレイン酸を練り合せたもの〉を1吋角のセロハン上に秤量し
たものを試験液中に加え更に5分間捜持したのちの30秒後の泡の高さをよんでいく。以下とのよう
た操作を操り返し，泡の高さが10mm以下I'L減少するまでーに加えた総汚垢量を求める。友お"界面
活性剤使覧"では"汚垢と共存する場合の起泡カ試験法"としてWeeks
法が記載されているが原報とは少し異っておりま?と汚垢としては標準
汚染布の汚垢成分と同じものにすりかえられている・}I九
私達はとれら2つの "Weeksの方法"I'L多少の修正を加えて試験を
行った。 Weeks法では起泡部に対する温度のコントローノレが行君主わ
れていたいので，第1図に示すようた二ー重円筒型の容器を破損防止の
ため有機ヵ・ラスでつくり，ζの内筒に目盛りを付し内筒と外筒の聞に
恒温槽の7Kをギアーポンプで循環せしめた。捜鉾俸及び翼はステンレ
ス裂のものを用いた。とれらの寸法及び位置君主どは第1図にかきいれ
いるものもあると恩われるからである。
起泡性消失試駿及びその結果と考察
1. 方法及び装置
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ておいた通りのものである。携鉾モーターはコロナ社の35Wモーター
費電1殴 起泡性消失開会裳鐙を使用しモーターの回転軸に撹枠俸を直結し匝転数の変動を少くする
( 3 ) 
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?とめ電磁式定m圧装置を通してスライグ ァクにいれスライグックによりモーターの回転数を調節し
た。 モーターの回転数はス トロボスコープによ り求めた。人工汚垢と しては重量比でカーポンプラ
流動パラフ 4ン3部という標準人工汚染布と同じ組成のものを加温ック1部，極度夜化牛脂1部，
熔融後よく練り更に10分聞の超音波照射を行たい均一えに混合物とした。
果結2. 
Weeksの原報ではモーターの回転散は3ωOrpmのみを使用しているので先ずモーターρ回転数
の起泊性に及ぼす影響を調べ?と。第2図は1例としてとの洗剤による結果を示した。一般に回転数
の大きい程気泡の高さは高い傾向があるが汚垢を含んでいたい
洗剤溶液については気泡の高さは回転数に大きく依存するが，
汚垢の添加量と共にその聞きはだんだん縮まり汚垢量が 0.4g
a)回転数の彫響
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に達すると泡の高さは回転散によら主主くたる。いまとの装置に
おいて気泡の高さを10mm以'下にたらしめるに要する最少添加
汚垢量を飽和汚垢量と名づけると回転数と飽和汚垢量の関係は
飽和汚垢量と付着開始量と傍持の回転数
rpmの関係〈温度30・C.洗剤C)
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回転数による気泡の高さ
の変化
〈洗剤C.温度300C)
第2図
第2表の如くたり2100-26∞rpmではいずれも 0.3gとたる。即ち飽和汚垢量は揖梓の回転数に非
常に鈍感でるるととが見られ， モーターの回転数に多少の変動があヲても飽和汚垢量に関して除幕
現性のよい結果がえられるととが察知される。
また， 本笑験を行君主っていると汚拐の添加量が増してある添加量をとえると急激に臨界的にカー
ポンプラ ックが容器の壁に付着し始めるととが観察される。とれはガラス製の容器では認められた
い現象で本実験で使用した有機ガラス〈ポ リメチノレメグク Hレート〉製の容器においてはじめて明瞭
に観察せられた。との器壁に汚垢の付着し始める汚垢の濃度を付着開始量と名付けると回転数とと
もに変り第2~後第3列の如〈君主る。との量t;t飽和汚垢量とは逆に携祥の回転数が大きい程低謹度側
に移行する傾向があるが21∞-2600rpmの閣では何れも0.4gの一定値を示し飽和汚垢量と同様に
回転数の変動に対して鈍感であるととを示す。
b)‘温度の・6響
温度の影響についても Weeksは何等言及してい君主い。第3図I'C.結果を示す。温度の影響は複雑
であるが，回転散の影響とは逆に汚垢のないときは気泡の高さの変化は少た〈高温の方がやや起泡
( 4 ) 
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性大であるが添加汚垢量の中聞の領域で温度による開きが矯大する傾向がある。
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第3図 温度による気泡の高さの
変化
(洗剤 B.2110rpm) 
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2官3表 温度による飽和汚指量と付着開始量
(210rpm.洗剤B)
温 度 同鰯姐 |情開始量
10.SOC 
30.0 
50.0 
O.2g 
0.4 
0.2 
第3表に温度と飽和汚垢量，付着開始量の関係を示
す。
付着開始量と温度の関係は複雑であるが飽和汚垢量は
温度が矯すと槍加する傾向がるる。
c) 撹鉾時聞の・5
後鉾時間と気抱の高さの関係は第 4 図~示し?と。とれ
ば汚垢添加前の新鮮君主洗剤溶液についての結果である。
2100rpmのときは5分間で一応一定と主主るが，回転数
一------ー一一-弘子可d
.01.'. 
~ 
" の
第4図~持時間と泡の高さ
(溌剤C.汚垢0)温度回・c
の大きい2620rpmにおいては気泡性は時聞ととも
に治大していく傾向がみられる。
d) 洗剤の種類による・5
以上で携枠による試験法に対して影響をあたえる
と考えられる要因の検討を行ってきたが，本研究の
目的である洗剤別による汚垢添加量と起泡性の関係
第S図 洗剤別による起泡度と汚垢量の関係
(21IOrpm.獄度30・C) を第5図に示した。第5図は各洗剤について3回の
平均値をプロットしたものである。とのような笑験においては各実験毎に気泡の高さはかたりの変
4動を示すが，添加汚垢量の増加と共~変動も減少し飽和汚垢量については一定値がえられてい
る。飽和汚垢量の大き君主洗剤IJA及びFは最初汚垢O.lgの添加によって起泡性除却ヲて増すととがみ
( 5 ) 
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られた。 300C， 2110 rpm において求められた各洗剤別の飽和汚垢量と付着開始量を第4 表~示
す。
割u.洗剤別の飽震時垢量と付着開始量
(211Orpm， 30・C)
洗剤の種類
垢量，付着開始量除か君主りの聞きがある。
3. 結果の考察
0.4 
0.5 
45.0 
付着開始量は飽和汚垢量と平行関係に
あり大休後者より O.lg大きい値を禾
す。第3行に汚垢添加前の気泡の高さを
示したが，勿論との高さと飽和汚垢量又
は付着開始量との聞に相関性はみられ君主
い。また市販洗剤の種類によヲて飽和汚
Weeks法の意味するととろは洗剤溶液中に汚垢，即ちカーポンプラックの粒子や泊脂のエマル
ク君 Y粒子が存在するとき界面活性剤がとれら粒子の界面に強ぐ吸着せられ，遺うるいは界面活性剤
ミセノレ中に泊が可溶化・されその結果， 洗浄に働らく有効主主界面活性剤の量が汚垢の添加とともに減
少するため， 気泡を安定化するため必要君主界面活性剤の量が不足して次第に起泡性が乏しく君主り‘
遂には起泡性を消失すると同時に洗浄性もたくたるというととにある。したがヲて飽和汚垢量は簿
浄性能の容量因子的たものをるらわすと考えられるのである。とのととは洗剤の起泡性をもっ成分
が界面活性剤のみであるときは確かに正しいに相違君主いが， もし洗剤j中に起泡伎を増すためにたん
らかの界面活性剤以外の助剤が加えられていて， しかもその助剤が汚垢粒子にあまりE愛着性を示さ
扱いようたときには起泡性が残存していても， 溶液中には既に洗浄に有効主主界面活性剤除消費され
ているのであろうから， とういう場合には飽和汚垢量は真の容量因子をあらわすものとは必ずしも
いえたいであろう。
しかしたがら一方付着開始量の意味するととろは，溶液中の汚垢が治加するにつれて汚垢粒子を
洗液中に安定に保護するために吸着された界面活性剤の量が不足してきて遂に除疎水性の表面をも
っ有機ガラスに捜枠によヲて与えられた運動エネルギーにより不安定粒子がたたきつけられて付着
し始めるものと考えられるから，起泡性とは関係のたいとの量の方がむしろ洗浄性能の容量因子的
君主ものと密接た関係があるといえる。 a)の項でみられた如〈飽和汚垢量が回転数の泊加とともに大
きくたるのに反して付着開始量は回転散の織加とともに小さくたるのは揖枠が強くたる程激しく器
壁にたたきつけ.られ，その結果不安定さの程度の小さい粒子ま:c:が器壁へ押しつけられ，付着する
ように君主るからであると考えてよいだろう。いずれにしてもとれら六種の洗剤について飽和汚垢量
と付着汚垢量の聞に第4表に見られる如く平行関係が存するととは， とれら洗剤中に界面活性剤以
外の特別君主起泡剤が混入されてい君主いものと考えてよく・，荷者とも洗浄性能の容量因子的たものを
示しているといヲてよいであろう。
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超音波による試験及びその結果と考察
4. 台所用洗剤に関する一般的考察
台所用洗剤は食器類及び野菜， 果実君主どの洗浄をその対象とする。したがヲて被洗浄休及び汚れ
む種類，組み合せも多種多嫌である。被洗浄体の食器についても珪酸塩を主成分とするガラス，陶磁
器類，各種の金属，及びその表面に金属酸化物の皮膜を有するもの，有機高分子化合物から1'J:る合
成樹脂類，それにもその化学的組成によ守て疎7k的たものからかたり親水的君主ものまであり， また
竹，木材及びうるし，ラ ッカーたどの塗装をしたものたどであり， また汚れについても脂肪，泊，
?とん白質，澱粉，媒，炭化物〈とげ)さらにはかい虫の卵， あるいは農薬君主どと金〈多様でるる。
したがって表面化学的性質の多様君主ζれらの組み合せにおいては， その付着の強さについて洗剤が
るたえる影響もいろいろ変化に富むと考えられるので少数のモデル実験の結果で，洗浄の性能を判
定しとれによりすべてを律するととはできたいととは勿論である。 しかし洗濯用洗剤の洗浄におい
ても布と汚れの組み合せば台所用洗剤ほどはたいにしても相当数あるが，もっとも一般的と考えら
れる木綿布と泊及び聞休汚れ (カーボン)についての洗浄試験を一応の基準としているのに汝らっ
て，ととではガラス及び磁穏に対する油汚れについての洗浄性能を求めるととに限定し?と。
5.方法
a) 超音波照射法
25KC，最高出力150Wの磁歪式の超音波発生装置(超音波工業社製)を使用した。本器は=ッ
ケノレ振動子の尖鵡に共鳴ホーンを附したもので，強力超音波を集中的に発生する。とのホーン尖端
部の断面積は約 1.8cm'の面積をもっ円板形のものである。布洗浄の場合は相当強力ゑ超音波を必
要としたが，本試験法では洗浄液相互間の相違をできるだけ拡大せしめるために，入カダイヤルで
適当に入力を落してその横械力を加減した。との発生装置の入カダイヤル指針3又は4程度のかな
り弱い超音波を照射に使用した酬。
着色した油性の汚れを直接磁製の平皿に汚染またはスライ ドガラス上に汚染し， ζの場合r.t，ガ
ラス片を平血中央におきその直上に垂直下方に向けた共鳴ホーン尖端部を位置せしめ，液面すれす
れに尖端部がつかるように血をのせた台の高さをジャッキで調節した。 したがって一定容積の試験
溶液を使用すれば，汚れとホーン聞の距離は一定に保ちうるととに怒る。あらかじめダイヤJレで調
節しておいた超音波発生機のスイッチをいれるξ同時にストップウ zッチを押し点状汚れのとき
はその全休が脱落に要する時聞を，線状汚れのときは その線に最初の切れ闘の認められるまでの秒
数をもって，洗剤の洗浄力をあらわすものと した。 したが守てとの数字の小さい程洗浄カが大きい
ととにたる。
州 強度を更に下げると脱落IC要する時聞が長くなり過ぎ.かつパラツキが大きくなる。
( 7 ) 
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b) 人工的汚れ
汚れの脱落を容易に識別しうるよう汝着色した油性の汚れについて予備笑験を行った。汚れの付
着方法政，口紅， デノレマトグラフ鉛低 マジックインキ判のようたものは且上に軽く棋を払いて汚
染し，パタ ，ー マーガ日ンのよう君主ものは熔融してOrangeOTを加え着色し注射器から約O.3cc
皿上に落して汚染，パラフィンはOrangeOTとξもに四塩化炭素に溶解して一定量付着せしめ，
後自然に四塩化炭素を蒸発せしめるたどの方誌によった。一般にとの試験法で汚れとして適当君主も
のは，少くとも水のみで洗浄する場合と洗剤溶液で洗浄する場合とで， その脱落に要する時聞に相
当の開きが生じるととが前提条件である。 ζの点に関して口紅，謄写版インキのよう君主汚れは洗剤
の効果が殆んどみられず不適当であった。一般に室温で液態の泊は洗浄液を加えただけで球状に収
縮，いわゆるrollingupじり浮き上りモデル汚れとしては全く不適当であった。一方あまり軟化点
の高いワックス状のものは， 中程度の短音波照射では脱落に時間を要しすぎ，超音波の強度を大に
すると汚れが超音波のエネノレギーで上方から徐A に削り取られ時間段短縮されるが，71<.と洗剤溶液
による時聞の相違があらわれずとれらもとの試験法に除不適当であった。との試験法に役立つよう
に思われたものは，室温で半固態のペースト状のものに隈られた。実験の操作上洗浄試験法を室温
でおとゑわざるをえゑかう?とので，"}ととえば三変デノレマ トグラフ鉛筆は室温の高い時期にな試験汚
れとして使用しえたのであるが，室温の低下とともに試験結果にバラツキが多く主主りモデル汚れと
して使用できゑくたった。
汚れの脱落に要する時聞に影響を与えると思われる因子を列挙すると次の如〈君主る。 1. 洗浄液
の組成 2.洗浄時の液温〈高い程短い)3.超音波の強度(強い程短い)4.発援端からの距離(近い程
短い)5 . 汚れを洗液につけてからの時間(長い程短い) 6. 汚れの種類(融点， 分子構造元r.~) 7. 汚
れの付若方法(ζすりつけるカ，融液，又は溶液として付着する場合は，そのときの汚れ液の温度た
ど)8.汚れ付着時の被洗浄休の温度(そのときの主主の温度などを含む)9. 汚染してから試験するJ
までの時間 (放置時の室温も含む)10.被洗浄休の材質(ガラスと磁器〉貫主どである。
とれら多数の因子のうち目的とするのは 1. の因子による効果をえんとするものであるが，2-
9までの因子のうち制御困難叉は不能のものもあるので，それらによる結果の変動をできる限肘宵
去しうるよう心掛けた。 また制御しうる因子についても細心の注意を払って変動を押えた。前掲の
六種の洗剤の指定濃度溶液と水道水の七種の洗浄液についての試験を一組とし一組内での試験の順ー
序を無作為化した。
季節による室温の変化に対しては因子 6.の汚れの種類及び 3.の超音波の強度を適当にとると
とによ守て，汚れの脱落時聞がたるべく 1分-5分程度にたるように予備実験により調宣告した。
6. 結果及び考察
との試験に利用しうるモデル汚れとしては帆三菱鉛筆デノレマトグラフ(室温の高いときのみ)牛
判 油汚れではなく油溶性高分子の皮膜で油溶性染斜が保護されている。
制 】 水のみによる場合と洗害事!l*溶液による脱送時間にかなりの重きがある ζとで見当をつける。
( 8 ) 
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脂，ワセリン，ココア脂，マーガりンであった。
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数多くの脱落試験を行ったのであるが， 一例としてスライドガラスに注射器で熔融した牛脂を付
着した汚れを洗液に浸してから30秒後ι 超音波照射を行い脱落時聞を測定した結果を第5去に掲1
げる。左端の列は実験の組番号である。一つの総内の笑験は七種の洗液につき連続して試験し?と結
果であり， したがうて試験時の室直もまた汚れの付着状態についてもほぼ同じ条件のものであるD
K対し，組番号の異るもの聞では試験し?と日を異にし，室温したがって液温も異札ま?と汚れの汚
電高5表 牛脂汚れの脱落時間〈秒〕
〈筆宣洗休カ'ラス.超音量宣強度4) 液温22・c?
184 160 2∞ 176 64 100 
2 411 185 388 299 181 407 255 
3 138 271 454 228 92 120 104 
4 筑)() 178 207 163 1α3 180 100 
5 628 81 111 247 162 135 150 
6 92 95 220 137 83 123 74 
7 121 179 111 76 76 56 70 
8 210 160 150 1:ぬ 180 1:め 110 
9 545 135 155 185 105 105 l(あ
10 385 205 145 170 150 110 110 
明 |ぬ1.41 163.71 211.11 183.5'1 1ぬ 51 143.01 117.8 
0は水道水
~因
洗浄液間
決浄液内
会
F:. (0.01)=3.11 
F 
重臣7表 洗浄液聞の差〈横欄一縦欄〉
lolAIBlclDIEIF 。 137.7・ 90.3* 117.9* 170.9** 158.4・e 183.6・$
八 -47.4 -19.8 33.2 20.7 45.9 
B .ー 27.6 80.6 68.1 93.3・
C 一 53.0 40.5 65.7 
D 一12.5 12.7 
E 25.2 
F 
..Jて0:=0.01. 4..=18.7 .d(ト酎=t(4)B.o:)ヱー;8 -- ...，."，，~ . -"'J 
イロ 0:=0.05. .d，，= 89.3 
0:=0.10. 4，: 71.5 
での改良をたお考案中でるる。
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着してからの経過時間数えにども
契っている。実験番号2.と6.の
行に顕著にみられる如く組聞の
パラツキは相当大きいととがよ
みとれる。第5表の結果を分散
分析したものを第6表に示す。
1%の危険率で洗浄液聞に有意
量産のあるととを示す。平均値の
差の検定を第7表にあげた。水
とちt剤溶液金郊の聞に危険率1
-5%での有意差を認められる
が洗剤溶液相互の聞では洗剤F
とBの聞に危険率5%の有意差
が認められたに過宮たかった。
他の一連の結果についてもほ
ぼ大同小異であった。
著者らの当初の意図に反して
汚れ脱浴時間の比較から洗剤の
洗浄性能の評価は，十分な成績
をあげるととができたか守た。
ζの種の試験では従来もっとも
パラツキの生じる原因の一つで
あった人為的君主洗浄の機織力を
超音波振動におさかえたのであ
るが，未だ人工汚れ及びその付
着について多くの問題があり，
それが脱落時間にパラツキを与
えたものであろう。現在ζの蔚
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最後に85固にわたる試験結果の総合計脱落時間 (移敬)ととれらの液体洗剤で標準汚染布を
Launder-O-Meterで洗浄した洗浄効率 (%)と起泡性消失試験の結果 (g)をまとめたものを第
.8a徒に掲げておく。・各数値の上にある ( )内の数字で示したものは一応表面にあらわれた数字に ，
第'表 洗剤の洗浄性能の比駁
|o r-A-1Blcl-o 1-E 1 F 
附叫瀦〉|12L12414214誌1921ir|ぷ
洗海効率(3ゲc)I F? I 5~ ・叫 532I "S5? I ，，~4? I ，562 I ç~ ・ 5)17.1 147.4 144.5 I 36.1 139.1 134.7 I 47.6 
よ守て，洗浄性能の勝れている
と思われるものから順位を付し
たもので，間程度のものには順
位の平均値をとった。
ζれらの結果を総合すればA
とFの洗剤は他の洗剤よりかた
り設浄性能が勝っているものと
結論される糾。
飽和汚垢量|引 i!i|〈;:;〉12:;〉lti|ど?Iどi
(0は水道水についてのものである〉
要 約
洗剤の洗浄性能について若干の議論を展開し，市販の台所用液体洗剤六種のものについてニつの
異ゑっ?と面から洗浄性能を求めようと研究を行守た。
一つは洗剤溶液が"いかほどまで汚れを保持しうるか"という商からの評価を間接的君主起泡性消
安試験により求めた。 Weeksの試験法に若干の改革をほ左ζ し擾祥翼の回転速度君主どの影響を検
討，さらに飽和汚垢量のほかに有機ガラス製の器壁に臨界的に汚坊が付着する現象を観察し， との
付着開始量の方が飽和汚垢量よりより適切に洗浄力の容量因子.的たものと相関するであろうととを
論じた。
他の一つは洗剤溶液の H汚れのおとしやすさ"という商からの評価についてであヲて，治汚れを
磁器， ガラス~付着せしめるまり強〈君主い超音波の振動を洗浄の機械カとして与え， 汚れの脱落に
要する時聞の比較を試みた。脱務に影響を与える諸種の因子を検討し，結果のパラツキをかたり少
くするととは一応達成したが，未だ洗剤聞の洗浄力の完全君主比較をたしうるまでには至らえEかっ
?と。
終りに本実験に協力された藤井富美子氏君主らびに本学学生乾とき氏に謝意を呈す。
本論文は昭和35年11月9日日本油化学会油脂酎険会(名古屋)及び昭和36年5月20日日本家政学会関西支部
第17回例会(神戸)で一部講演したものである。
話事国光子ー広島女学院短大殿敢毘昭和35年6月より36年3月まで大阪市大研究生。
制 } 乙れら三つの洗湾性能は相互に泉質のものであるにかかわらずζれら六醤の洗剤について三者の販制ζほ
lま平行関係のみられた乙とは著者の予想外とすると ζろであった。 僅か六種の比較のため乙のようにな弓
たと思はれるが.しかしもし洗剤聞に活性成分の合有量のみが相違するような場合は三つの洗浄性能の聞
に平行関係が生じうるであろう。
( 10 ) 
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Summary 
Evaluation about six dish-washing detergents in market was examined from 
two aspects， in order to get capacity and intencity factors of detergency. 
Firstly， Ms， The minimum amount of soil， by which the detergent solution 
10ses foaming property， was determined. It is thought that this amount is 
.closely corelated to capacity factor of detergency. The e玄perimentalmethod 
was almost similar to Weeks method (Weeks;J. Amer. Oil Chemists' Soc.， 31. 
254(1954))， but some devices were done about temperature control and foaming 
cylinder was made of polymethylmethacrylate instead of glass. The e玄perim-
-ental conditions were examined about speed of agitation and temperature. 
The appearance of Ma， the critical soil concentration of beginning adhesion 
to wall οf plastic glass was observed clearly and this amount had nearly the 
.same value as Aゐ.Some discussions about Ma and Ms were developed and it 
was asserted that Ma had rather closer corelation to capacity factor of 
.detergent for soil than Ms generally. 
Secondly， time required for removing coloured fat adhered on glass by agitation 
{)f moderate ultrasonic wave were measured， in order to obtain intensity factor 
<>f detergency. Too many factors affected the time for removing . Notwithstanding 
some considerations about these factors and some cares for e玄perimental
.conditions were performed， but the comparisons between six detergents were 
.not enough in present stage. 
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